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神奈川県西部における力ンアオイ属 Heterotropa

の種類と分布について

内田 藤 吉・小 清 水康夫

Notes on Heteroiroραfrom the Western Part of Kanagawa Prefecture 

Tokichi UCHIDA and Yasuo KOSHIMIZU 

はじ め に

カンアオイ属 Heterotropaはウマノスズクサ科

A ristolochiaceae tこ属する常緑の多年生草木である。

わが国には約30種を産しその地理的な分布が興味深い

一群である。

本県にはカントウカンアオイ H.kooyana var. nz・ 

pponica, ランヨウアオイ H.blui叩ei，オ卜〆アオイ

H. savatieri，夕マ／カンアオイ H.mz

tai叩αensisの4種を産し，その分布については 「神奈

川県植物目録」（神奈川県博物調査会， 1933）「神奈川

県植物誌」〔神奈川県博物館協会，1958〕などに概要

がふれられているがその詳細を報告した例はなし、。筆

者らは県西部におけるカンアオイ属特にオトメアオイ

の分布について観察を行L、若干の知見をえたので報告

した＼'o 

と大体同じような分布範囲を示すがカン トウカンアオ

イより低地に住み分けている。 しかし高度soomのと

ころにもまれに見かけることがある。 三浦半島の一部

にランヨウアオイが生育するとL寸 報告（大谷茂，

1963）があるが疑問であり，最近の調査では確認され

ていない。箱根の一部にわずかにランヨウアオイ生育

の報告 （松浦正郎，1971）があるがこれについても筆

者らはまだ確認することができない。なお神奈川県に

生息するギフチョウの主食草はランヨウアオイでめる

ためこの方面からも分布の研究が進められている。

オトメアオイは箱根が typ巴 localityとなっている

ように箱根には広範にわたり分布する。また本報告に

詳しく述べるように本種は大磯丘陵西部（大井JllJ，中

井町）にもその分布がのびていることが最近判明し

た。大磯丘陵西部の分布はランヨウアオイと水平分布

の接触点となっていることがしばしば見うけられる。

1. 神奈川県内のカンアオイ属の概要 タマノカンアオイは登戸が typeJocali tyで多摩丘

県内に生育するカンアオイ属にはカ ントウカンアオ に属する川崎方面に分布しているが市街化が進みその

イ H.kooyana var.托iP.抑制ca, ランヨウアオイ H. 分布はせばめられつつある。

blumei，オトメアオイ H.savatieri，タマノカンアオ なお本県産のカンアオイ属としてズソウカンアオイ

イ H.muramastui var. tamaensisの4種がある。次 瓦 ρseudo-savatieriも前川文夫博士によって記載され

に高橋（1971）などにより現在までに報告された各種 ている。本種については奥山 (1974）はオトメアオイ

の分布の概要を述べる。 に含めてあり，前川博士の最近の見解でも別種と考え

カン トウカンアオイは丹沢山地東側山麓と三浦半島 る必要はないということである（前川私信，1983）。

北部に比較的広範に分布する。また多摩丘陵の一部に 事実箱根湯本付近にはオトメアオイとは別種と思われ

も分布しているとL寸報告 （f]IT川l主l己，1979）がある る程異った形態の小群落にまれに出会うことがある

が筆者はまだ確認していなL、。また大磯町高麗山に産 が，問題の植物はこれではないかと思われる。その生

する分布図が発表されているが（清邦彦，1972なと〉 育地がオトメアオイと連続しているので変異の幅のな

筆者らの観察ではここには産しない。 かに納められるものと思われる。

ランヨウアオイは丹沢山地の東側にカントウアオイ
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写真解説 ．左上オ トメアオイ（小田原市久野 1983Nov. 4）， 右上仮称ナカイカンアオイ（大井lllJ高尾 1983

Nov. 18〕；左下仮称タンザワカンアオイ（四十八瀬川西山林道 1983Oct. 6〕，右下カントウカン

アオイ（大山追分 1983Nov. 17〕

2. オトメアオイについて

1. オトメアオイの研究史

オトメアオイは FRANCf-11''1＇によっ て1898年に箱根産

のもので記載された。従って箱根は typelocalityで

ある。平日名は前川博士の命名となるものでその姿がい

ささか優しいところからオトメアオイとしたと述べら

れている〔前Jil,1932）。 向日もに伊豆天城の分布も報

ぜられている。

地史的にはフォツサマグナ地域の西縁から西方にひ

ろく分布しているヒメカンアオイがフォツサマグナ地

域に侵入し，その火山の土J授の影響によって変成して

できあがったものであると前川博士は述べられてい

る。また箱狼火山，天城火111，愛股火山など型が同じ

ではなく少しづっ差があるのは各火山の火山岩が時代

と場所を異々にして少しづつの差があり，その差がデ

リケートに反映しているためではないかと考えられる

と述べられている（前川， 1978）。

本種の神奈川県内の分布については 「神奈川県植物

目録」・「神奈川県植物誌」によればその分布は共に

箱根 ・大山となっている。 「丹沢山の植物調査報告」
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（林弥栄， 1961）によれば大山，増ケ岳，丹沢l」」，姪

ケ岳，桧洞丸などにまれに生じているに過ぎないと述

べられている。「日本固有の植物」（前川， 1978）によ

れば分布の東限は箱根山の東，酒匂川の線を東へはま

ったく出ていないのであると述べられている。伊藤

(1978〕はギフチョウの食草としてのカンアオイ類の

分布を調査し西丹沢にはオトメアオイが分布しこの地

域にはカントウアオイとランヨウアオイは確認できな

L、と述べている。以上のように県内のオトメアオイの

分布について研究者により見解が異っているという状

態である。

2. オトメアオイの特徴

葉は小型の腎円形で長さ6～8cmでカントウカンア

オイとの区別がむずかしい。花の尊簡はやや小型の丸

みを帯びた筒形で上方で軽くくびれH侯部に環状の口輸

がある。！？句面に15～21条の縦の隆起線があり械の隆起

線も多く繊細な格子状になる。主主裂片は三角状卵形で

開出し無毛である。ltll：しべの柱頭の附属物は細く伸長

する。花は7～8月に／JN花し鱗片葉を伴っているが普

通葉は出てこないて、冬を越し翌年の5～6月に結実し



オトメアオイ（箱根・飛竜滝）

ナカイカンアオイ（仮称） （大井町高尾）

タンザワカンアオイ（仮称）（松田町萱沼）

カントウカンアオイ（大山）
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図1. 神奈川県西部産カンアオイ類の花の形態（花の断面，花筒の展開図，柱頭と附属突起の形態。

縮尺は左が1E，右が柱頭。いずれも11月の採品で描く。浜口哲一原図〉
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神奈川県西部産カンアオイ類の生長線式〔生：花，A ：花の跡， E：普通Iitl'_ 普通業
の若葉，p：普通葉の跡，S：鱗片葉，S：鱗片葉の跡．いずれも11月の採品で揃く． 表

lの生長様式参照 浜口哲一原図〉．

グ sじ7・ミfl I' と可八グ

図2
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琴筒 形

長 さ

内面の店主起

車事片 先手

厚 み

長 さ

内面の 色

内面の表面

口輪 色

厚 み

雌蕊 柱頭附属突
起

来 大き さ

数

葉と花のつき方

(r: 鱗普花通片葉葉’，） 
観 察 ｛固 体

表1. 各地域に産するカンアオイ類の形態と生長様式の特徴

オトメアオイ
（箱根〕

F・

球形で上部ははっき
りとくびれる

8～10%くらい

縦線は21～27，横線
は6～8の繊細な網
目状

まるみを千fl＇びた正三
角形

薄めて、，うねらない

8 ～~%で明とほ
ぼ同

日音黄緑密色に暗紫色の
細斑が 布，個紫斑の
多い少ないは体差
がある

平滑で無毛

琴片と同色

薄い

柱長頭の 1～2倍長で
く尖る個体が多い

幅4～6cm，長さ6
～sc皿4らいのもの
が多い

普通葉は隔年に1枚

SSSA→SSSPとし、う
よ葉うに隔年に花と普
通 をつけるのが原
員リ

湯坂道， 畑合宿言｜一， 飛個体竜
の滝産 10 
(1983年11月採〕

側 ［ ィ叩
1川カン日 ターンアオ

（大磯丘陵〕 （西丹沢〉

円筒形で， 上部のく 円筒形で， 上部はく
びれは不明瞭 びれない

9～11%くらい 9～11%くらい

縦線は18～27，品目横線
は6～8の織な綱

縦線は12～21車，横線
は6～7の織田な網

目状 白状

まるみを帯びた正三 まるみを帝びた正三
角）巳 角形

薄めてw，うねらない 薄めで，うねらない

8～10%で琴筒より 8～10%で琴筒より
やや短かい やや短かい

日音黄緑色に暗個紫体色の
細玖iが密布， 差

日音黄密色に暗紫個色体の細
斑が布， 差あ

あり り

平滑で無毛 平滑で無毛

考片と同色 琴や片と同色またはや
紫色が濃い

薄い 薄い

位長頭の 1～2倍長で 柱頭とほぼ同長だが
く尖る個体が多い ややのびる個体もあ

る

幅5～s:m，長さ 8～ 幅6～ 9cm，長さ 8
ncmくらし、のものが ～llC皿く加、のもの
多く箱根産より大型 が多い

普通葉は隔年に1～ 普通葉は毎年1枚
2枚

SSSA→SSPPのよう SSPA ・SSPAをく
に隔年に花と普通葉 り返し，毎年，花と
をつけるのが原則 普通葉をつけるのが

原則

大井倉町高尾産，中井町 松田町萱沼，秦野市
岩 鴨沢 合計

八沢，四十io月八個採瀬体〕川流1採0個〉体 1983年11月 域 合計
〔1983主下1

やがて普通葉が頭を出す。つまり開花と普通葉は l年 3. 調査の方法と地域

カントウカンアオ
イ

（大山〕

円筒形で， 上部はく
びれない

9～11%くらい

縦線は 9，稀に12,
横線は4～5の粗い
網目状

先のとがった三角形

厚めで，うねる

10～12%で等筒より
長い

淡黄色に濃紫個色イ本の細
斑が密布， 差あ
り

粗渋で毛が多い

淡黄色の輪として目
立つ

厚ぼったい

柱頭と同長

帽7～lQ:m，長さ8
～llC皿く らいのもの
が多い

枚普通葉は毎年1～2

SSPA→SSPAをく

立りfヨ乞返し，毎年，花と
通葉をつけるのが
原則

大山下社体，飯山観音
合計8個
〔1983年11月採〉

おきに交代して形成され，花はながく残存しつづける 筆者らは丹沢を中心とする地域のオトメアオイの分

特徴がある。 布，カン トウカンア才イやランヨウアオイとのすみわ

けに興味を持ち1972年から調査をはじめた。
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「ケ（
6 月

7 月

8 J'J 

9 月

10 月

11 月

表2. 各地域の開花期の観察記録

箱根山地
（オトメアオイ〉

58・7・22 飛電の滝
殆どつぼみ，わずか開花

58・7・24 飛竜開の滝
殆どつぼみ， 花わずか

58・7・24 湯本畑花宿
殆どつぼみ，開はじまり

58・8・7 湯本阿弥陀寺
花とつぼみ

58・8・7 i昔ノ｜峰
開花はじまり

58・10・16 大雄山
すべて花

58・10・16 足柄青年の家
すべて花

58・10・16 地蔵堂夕日滝
す八て花

58・11・4 久野和ffl沢
すべて花

l丹沢山 地 ｜
（仮称 タンザワカンアオイ〉 ｜

58・6・23 大倉水無川
花芽らしきものあるもはっき
りせず

58・9・6 山北町皆瀬川
花芽ふくらむ。つぼみな
し

58・10・3 大i倉iTE水の無も川
全部つぼみ，／J の1個

58・10・6 西山林道
凶十八数1籾川

殆どつぼみ， 開花株

58・10・10 西丹！？月沢神縄
殆どつぼみ， 花1株

58 ° 10・14 111北町酒水滝
花とつぼみ

58・10・14 山北町山市場
花とつぼみ

大磯丘陵西部
（仮称ナカイカンアオイ〉

58・9・9 中井町鴨沢
花ありつぼみもあり

58・8・12 中井町岩倉
花とつぼみあり

58・8・9 中井町鴨沢
花あり。つぼみ見当らず

58・9・15 中井町鴨沢
花ばかり。つぼみなし

調査の方法はカン卜ウカンアオイ，オトメアオイの 調査を行った地域は箱根〔狛川，内JI／， 須雲Ji／，早

両種の花が見られる10～4月の冬期をiド心に各河川流 川／， Jfl§木JI／，および箱根内輪111）。丹沢〔世附Ji/, 中

城を踏査し，カンアオイ類を発見した地点を地図に記 Ji/Jll，玄倉川，河内川， 皆瀬川I, 中津Ji/,四 ｜八瀬

入し種類の同定を行った。特にカントウカンアオイと 川， ノ附則｜｜の各流域および大山周辺〉。大機丘陵（中

オトメアオイは外見上では混同し易いので同定は必ず 井田］，大井町，大磯町，秦野市〉である。

現場に於て琴筒を割って隆起線を確認する ことにし

た。前者では縦の｜を起線は9～12条であらく，後者で 4. 調査の結果

は15～21条の繊細な縦の｜経起線となる特徴に 着眼し 1 県西部に分布する力ンアオイ属の種類

た。 この地上或でおはカントウカンアオイ ，オトメアオイ，
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平塚市

／）’A 、〔

ι、

大磯町

カンアオイ類の産地

・オトメアオイ

＠ナカイカンアオイ（イ反称）

。タンザワカンアオイ（仮称）

・カントウカンアオイ

aランヨウアオイ

口蜘n以上の山地
IOOOm以上の山地

神奈川県西部産刀ンアオイ類の分布（著者原図〉
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ランヨ ウアオイの3種をi能認することができ，しかも

地問的な特徴のちがいも見られ形態 ・生物季節 ・生長

様式などの観察結果から次に記すような独立した 5つ

のグノレープが認められた（図 l,2，表 l,2〕。

③ 箱根地域〔オトメアオイ〉

琴筒の上部が軽くくひやれ内部の縦の隆起線は21～27

条と繊細で雌しべの柱頭附属物は細く伸長し葉と花の

関係も隔年に交代して生じ典型的なオ トメアオイの特

徴を示す。開花期も 8月である。

＠ 大磯丘陵〔仮称ナカイカンアオイ〕

l等筒内の縦の隆起線は18～27条で繊細な網目状で雌

ベの柱頭の｜約属物は伸長するものが多く， 業と花のっ

き方などは典型的なオトメアオイに似ている。大井町

高尾の標本で前Jill専土の同定をうけたところ，オトメ

アオイであることが確認さ れた。開花期も 8月であ

る。しかし，全体に大型である点，琴簡はコ ップ状で

上部に くびれがないものが多い点なとても，典型的なオ

トメアオイとは異なっており，地理的にも隔離されて

し、るので，一応ナカイカンアオイ と仮称しておきた

。、L 
。 西丹沢地域（仮称タンザワカンアオイ〉

考片の内面が平滑無毛である点，琴筒内部の縦隆起

線は12～21条と繊細である点はオトメアオイに似るが

隆起線は箱根産と比べると数の少ないものもあり，琴

筒の形はコッフ。状て＊上部はくびれず，雌しべの柱頭の

附属物がま岳、ものが多くなっている。開花期は10月と

しづ秋型である。更に葉と花のつき方では毎年花と普

通業をくり返してつける。これらの点はカントウカン

アオイと似ている。また少数の調査仔ljだが結実JJJJは5

月頃でカントウカンアオイより遅くオトメアオイと同

じHお羽になる。

これらの特徴を持った個体は西丹沢一帯の地域に限

られて分布し南東部ではランヨウアオイが隣接して分

布している。山北町三保地区，松田町寄，四十八瀬川

流域の各標本について前川博士の同定をうけたところ

「ずいぶん形が変っているが結局オトメアオイと同一

種である」との見解をいただいた〔前川私信，1983）。

しかし筆者らの観察では上記のよ うにオトメアオイと

はかなり異る点が見られ，オトメアオイの要素とカン

トウカンアオイの要素を兼ねたような点が観察される

ので己分類上の整浬は将来の問先課題とし，ここではこ

れを他と区別してタンザワカンアオイ（仮称〉とLづ

取扱いとした。

＠東丹沢地域（大山周辺〕〔カントウカンアオイ〉
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琴片は10～12mmでがく筒より長く粗渋で毛が多L、。

がく筒はコ ップ状で上部はくびれない。柱頭の附属物

は短く花と普通葉を毎年くり返してつけ開花期は10月

で典型的なカン トウカンアオイの特徴を示している。

この地域では高所にカントウアオイ ，主として低地

にランヨ ウアオイがすらわけて生育しオトメアオイは

確認できない。

⑧ ランヨワアオイ

葉は広卵形，長さ6～15CITIで深い心形で両側片は多

少外方に張り出しはこ状になる傾向がある。業質はや

や薄く表面は光沢があり両面脈上有毛でこれらの特徴

で比較的他のカンアオイと区別し易L、。

開花jザlは3～5月で琴筒は太鼓形又は鈍四角形で上

部わずかにくびれ内面格子状隆起がある。

西丹沢のタンザワカンアオイ（仮称〉やオトメアオ

イの生育地に隣接し更にカン卜ウカンアオイとすみわ

け低地に分布している。

2. 地域別の分布

県内西部のカ ンアオイ類を 3つの地域に〔箱恨地

域， 大磯丘陵，丹沢山地〉に分けてその分布を 述べ

る（図3）。

③ 箱根 地域

オトメアオイのtypelocalityとなっているが箱線全

山に分布しているわけでなく外輪山の外側特に北町に

多く，また須雲川l，早川の合流地湯本周辺，湯ケ原千

歳川の支流藤木川上流に確認している。従って箱根火

山の中心部である中央火口上で、は確認することができ

ない。須雲川l流域は全域にわたり確認することがで

き，標高700m 〔飛竜の滝周辺〉まで生育してしも。

早川流域は湯本周辺に多く塔の沢から塔の峰に至る間

特に阿弥陀寺周辺に確認している。

外輪山で与は北面のj守川上流域，内川上流域の地蔵堂

から 金時山への登山道周辺に 多く分布し頂上近くの

850 mtこも確認している。叉大雄山 〔道了尊〉 周辺も

多く分布する。

外輪山南部の湯ケ原の藤木川流域は天照山周辺の楳

高700mにも確認している。

＠大磯丘陵

この丘陵の西部， 中井町， 大井町のそれぞれの一部

に近接して筆者らがナカイカンアオイと呼んでいるオ

トメアオイの一群が生育している。この地域は酒匂川

以東で筆者らが最初に分布の椛認をした地域で，押切

川上流域末端部の111，男沢，岩倉， 高尾に分布の確認をし

ている。



の 丹沢山地

筆者らがタンザワカンアオイと呼んでいる一群は凶

丹沢一帯に分布するもので，この地域の南東部から東

丹沢にかけランヨウア寸イが隣接しながら分布が広が

り大山周辺に至りカントウカンアオイとすみわけて分

布していることがli'{ii認された。従って丹沢山地は西丹

沢のタンザワカンア写イ（仮称〕と東丹沢のランヨウ

アオイとカントウカンアオイの3種が分布しているこ

とがm・認された。
西丹沢地域のタンザワカンアオイ（仮称〕の分布は

酒匂川以東の各支流即ち皆瀬Jlf，河内Jlf，玄倉Jlf，中

}If JI[, t性附川の流域，酒水の滝周辺，更に川音川上流

の中津川（寄〉， 四十八瀬川， 花水川上流の水無川の

各流域に分布をl准認している。この地域の南東部には

ランヨウアオイが隣接して生育している。

東丹沢士山城には西丹沢に隣接したランヨウアオイが

＊無JI[・葛葉川の上流にひろく生育し大山周辺に達し

ている。大山周辺には高所にカントウアオイが分布し

て低士山のランヨウアオイとすみわけている。

5, むすびと今後の課題

神奈川県西部のカンアオイ類の分布を調査した結果

下記の点が明治、となった。

イ．オトメアオイの分布が大磯丘陵西部に広がって

いることが明かとなった。

ロ．西丹沢山地にはオ トメアオイとカントウカンア

オイの中間的な特徴をもった一群，仮称タンザワ

カンアオイが分布することが明らかとなった。

今までの分布調査は林道沿いが多いので更に奥深く

調査を進め各種類の分布の詳細を明らかにし，!fijに分

布の境界に注意したい。また分布と地史との関連も調

査したL、。

丹沢山地については河内川右岸以西と丹沢湖以北は

殆ど未調査であるので山梨県，静岡県などの関連も考

え更に箱根以南伊豆方面の関連も考え調査をひろげた

。、L 
なお，木報告を行うにあたりご指導と助言をいただ

し、た前川文夫博士，御指導をいただき発表の機会を与

えてくださった神奈川県立博物館の高橋秀男氏，原図

作成，証拠標本の管理，報告書の立案などで終始ご指

導ご協力をいただいた平塚市博物館の浜口哲一氏らの

方々 に感謝の：吾、を表したL、。また，カンアオイ類につ

いて貴重な情報を提供していただいた伊藤正宏氏，城

川四郎氏，大森雄治氏，鈴木一喜氏，石波治ー氏，岩

11時五郎氏，増子忠治氏，加藤あき氏，佐藤昭二氏，荒

川要三氏，古瀬計子氏，岸一衛氏の方々にも感謝した

L、。
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